
最大電力を昨年度から約 27％の削減! 

「ＹＮＵ電力使用抑制対策」に全学で取り組む 
～「電力見える化」などの体制作りが成果をあげました～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

■「ＹＮＵ電力使用対策」の概要 

 ・鈴木邦雄学長を本部長とする「電力使用対策本部」を設置 

      全学への強いメッセージの発信と取り組みの強化を図る 

      ・学内施設等の省電力化（照明器具の交換・間引き、室内温度が上がることを 

       遮るためのシートの設置、冷房抑制に伴う扇風機の多用など） 

      ・最低必要な場所、時間だけの照明点灯、エレベーター使用の抑制など 

 

■「ＹＮＵ電力使用対策」の成果 

 ・最大電力が昨年度から約２７％削減できた（１５％目標を大きく上回った） 

 ・学内イントラネットを活用した「電力見える化」が功を奏した 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-1 

Press Release 
平成２３年９月８日 

本件に関するお問い合わせ先 

横浜国立大学 施設部施設整備課 電気整備係 

電 話：０４５－３３９－３０９４ 

●電気事業法第 27 条に基づく電気の使用制限（以下「使用制限」という。）への

対応として，本学においては平成 23 年 5 月 30 日付「横浜国立大学の夏期の電

力使用抑制対策について(要請)」として実施してまいりました。 

●この間、冷房温度２８度以上の徹底は勿論、可能な限りの対応を図りましたが、

特に学内全員の意識共有のため、イントラネットを活用した「電力見える化」を

採用し抑制促進したことが成果を高めたと推定されます。 

●平成 23 年 9 月 9 日(金)を最後にこの使用制限を解除することが 9 月 5 日に経済

産業省から公示されました。このことから，本学の電力使用抑制対策実施期間も

平成 23 年 9 月 9 日(金)をもって終了させて頂きますが、15％の需要抑制は努力

目標として残ること，また，省エネ及び経費削減の観点から引き続き節電に努め

てまいります。 



参考 
■イントラを活用した「電力使用対策本部」のＷｅｂサイト 

 

 

■「電力見える化」で時々の施設の電気使用量を確認 

 


